
令和4年度「やまの健康」森の恵み活用促進事業

 「やまの健康」推進プロジェクトに取り組む団体に対して、それぞれの取り組み推進および課題の解決のため、
外部専門家による支援を行いました。

 令和4年度は、次の2団体に対して支援を行いました。

支援先団体：東草野炭焼き＆食文化保存会
取り組み ：サンショウ加工品の特産品化に

向けた取り組み

支援先団体：こんぜMOUNTAIN TRAIL
（一般社団法人栗東市観光協会会）

取り組み ：マウンテンバイクによる森林空間利用
の事業化に向けた取り組み

「やまの健康」推進プロジェクト取り組み団体の支援事例

米原市東草野地域栗東市金勝地域



取り組みの
背景・目的

 山林内にマウンテンバイクコースを設けることで、地域の森林の多様な活用方法を提
案。森林活用を通じて地域の交流・関係人口の増加、地域経済への波及、森林管理の
促進を目指す。

 ハード整備（古道を活かしたトレイルコースの整備、練習フィールドの整備等）を進
めるほか、ソフト事業（試走会等）を試験的に実施している。

 コース整備や指導者（トレーナー）の養成について全国の研修に参加し、技術習得を
進めている。

課題と
支援ニーズ

 ボランティア的な活動とするか収益事業化するか、オープンなパーク運営とするかク
ローズドなクラブ運営とするか、受け皿団体をどうするか等の事業実施方針、運営体
制の方向性を定める必要がある。

 その上で、今後の運営についてロードマップ的な指針を整備したい。

本事業での
支援内容

 現状の把握と支援ニーズの絞り込み（運営体制とロードマップの検討が必要）
 様々な運営主体の様々な組織形態についての比較検討
 参考事例の視察調査（調査先の検討、調査事項の設定、現地訪問、関係者への聞き取

り調査）
※運営スタイルの異なる２つの事例を訪問調査

 今後の取り組み方針の検討（取り組み事業体関係者との協議）

成果および
今後の課題

 運営方針の整理：ハード整備の負荷が小さく、栗東地域の古道を活かせる「トレイル
コース」を中心としたガイドツアーから始める。ガイドの伴走や自転車の搬送等の受
け入れ負荷を検証しながら、「パーク」形式の運営（一定エリアの整備と有料開放、
スクール等のソフト事業）へと広げていく。

 活動と地域の将来像の設定：地域内に多くのコースが整備され、一定の入場管理のも
とで地域内を自由に走行できる。マウンテンバイクが交流人口獲得の核となる。

 運営体制：観光協会から自立し、コアメンバーによる運営団体をまずは任意団体とし
て設立、事業を進めながらより適した組織形態を選択することを想定。

1. 取り組みおよび支援の概要 2. 取り組みの様子

マウンテンバイク×森林空間の活用で、栗東の森と地域を元気に！
こんぜMOUNTAIN TRAIL（栗東市・金勝地域）の取り組み 【事務局：一般社団法人栗東市観光協会】

令和4年度 「やまの健康」森の恵み活用促進事業による支援事例

【静岡県森町での事例調査】
パークの運営体制、用地の山林所有

者や地域との関係、事業運営方針等を
聞き取り。パーク視察・試走を実施。

【静岡県西伊豆町での事例調査】
トレイル・ガイドの運営体制、運営

主体と地域との関係等の聞き取り、拠
点施設等の視察を実施。

【栗東市金勝地域での取り組み】
古道を活かしたマウンテンバイク

コースを整備中。



取り組みの
背景・目的

 炭焼き等の生業の再生、古民家改修による移住者の受け入れなどに取り組む中、地域
活性化策の一つとしてサンショウ・ミョウガ等の栽培に取り組み始めている。

 既存建物を改修して加工施設とし、地域住民とともにサンショウ等の加工品を販売し
たい。

 サンショウ等の加工・販売は過年度にも試行したが、目指した規模感が大きすぎ、継
続的な取引を作ることができなかった。

課題と
支援ニーズ

 生産量は小規模であり、人的体制や資金などの面で受け皿団体の活動規模が限られて
いる中でできることを模索し、事業の方向性を固める必要がある。

 既存の建物を改修して加工施設として利用したいが、どのようなクリアするべき要件
を整理するとともに、投資費用を抑える工夫等を検討したい。

 加工品目を絞り込んでいくための検討過程として、どのような加工品が生産されてい
るのか、他地域等のを情報収集したい。

本事業での
支援内容

 現状の把握と支援ニーズの絞り込み（事業の方向性、施設改修の投資抑制、加工品の
情報収集と品目の絞り込み）

 既存建物を改修し加工施設として活用するための要件や制約等の検討（保健所との打
ち合わせ等）

 先進事例の視察調査（調査先の検討、調査事項の設定、現地訪問、関係者への聞き取
り調査）

 今後の取り組み方針の検討（取り組み事業体関係者との協議）
成果および
今後の課題

 事業の方向性の検討：山椒加工品の製造・販売業だけにこだわらず、生産量が少ない
間は地域への集客アイテムの一つとして、体験プログラム等の素材としたり、季節・
数量限定での加工品販売から始めることも有効。

 施設改修に向けた準備：食品加工施設としての営業許可を得るための要件、既存建物
を改修し利用するための課題等を整理。先々を見据え、衛生管理は十分な対応が必要。

 加工品目の検討：地域の生産量・加工体制や加工施設投資額を考慮し、実山椒の乾燥
品や粉末などから始めることも一案。生産量が増えれば、オイルやペーストで新たな
利用法の訴求も視野に入る。産地として、接ぎ木や選定等の栽培技術の確立が必要。

1. 取り組みおよび支援の概要 2. 取り組みの様子

サンショウ・ミョウガの栽培・加工による山村食文化の継承と地域活性化
東草野炭焼き＆食文化保存会（米原市・北伊吹地域）の取り組み

令和4年度 「やまの健康」森の恵み活用促進事業による支援事例

【既存建物改修の検討】
既存の建物を改修し加工施設として

利用するための要件等について検討。

【兵庫県養父市での事例調査】
集落ぐるみでのサンショウの生産・

加工体制、加工施設等の聞き取り・視
察を実施。

【米原市北伊吹地域での取り組み】
サンショウ、ミョウガ等の栽培に取

り組み始めている。写真はソーラー
シェアリングでのミョウガ栽培地。
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